
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月２３日、沖縄の地で旧日本軍の組織的な戦闘が終わったとされる「慰霊の日」

を迎えます。平和祈念公園では「戦後８０年沖縄全戦没者追悼式」が開催されて、

戦没者の名前を刻む「平和の礎」には、今年３４２人の名前が追加されます。 

沖縄戦では２０万人以上が亡くなり、一般市民は約１０万人も犠牲になりました。

住民の４人に１人が命を落としたことになります。しかし、沖縄には現在も広大な

アメリカ軍基地が集中し、米軍人などによる事故や事件が多発して住民は不安な

日々を過ごしています。 

世界では、ウクライナやガザ地区で戦闘が繰り返され、イランでは核施設が攻撃

されたと伝えられており、それに対する報復攻撃が続いています。 

今年は戦後８０年、９条連結成から２０年など節目の年です。時は経っても戦争

で犠牲になるのは何の罪もない一般市民であることは昔も今も変わりません。今こ

そ、「命」を最大の価値基軸に平和を考え、議論して行動することが大切です。 
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